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（東京）関東市場の鉄スクラップ市況は軟調様子見の
推移を続けている。北関東電炉は様子見の姿勢を維持
し、湾岸商社・シッパー筋の間に安値修正の動きが出
ているが、南関東では電炉購入価格の値下げ改定が散
発し、ジリ安の展開となっている。
関東市場の29日時点のH2炉前実勢価格は1㌧あたり
2万2000～3000円中心。概ね東京製鉄宇都宮の特級購入
価格である2万2500円どころに収斂しているが、一部に
高値と安値が散見される状況だ。
関東電炉生産の減産基調が続き、鉄スクラップ需要
は減少傾向にある。ただ、北関東では電炉入荷にバラ
つきが見られ、電炉筋は値下げ改定に慎重な姿勢を見
せている。一方、南関東市場は一部電炉が荷止を実施
していることもあり荷余り感が出ており、電炉筋の値
下げ改定が散発している。
湾岸商社・シッパー筋は、浜値を電炉買値に先行し
て値下げしていたことなどから足元の入荷にバラつき
が見られるため、一部で安値修正の動きが見られる。
29日時点のH2浜値は2万1500～2000円中心。一部高値が
あり、最高値は2万3000円まで出ている。

■関東市場の29日からの価格改定 ◇城南製鋼所、全
品種500円値下げ、特級建値2万2000円。

（東京）北海道、東北、新潟市場の鉄スクラップ市況
は、電炉筋の減産基調が続き需要が低迷していること
などから、軟調様子見の推移を続けている。
東北、新潟市場は、電炉筋の減産に加え、新潟電炉

の一部が荷止を継続しているため荷余り感が出ている。
ただ、北関東電炉が慎重な価格対応を見せているため、
9日の値下げ改定以降は目立った値動きを見せていない。
台風や大雨の被害で市中スクラップの発生や荷動きに
影響が見られる。当面は軟調さを残しつつ、様子見商
状が続くと予想される。北海道市場は道内電炉の減産
に伴い、引き続き荷余り感がある。内外の相場動向を
様子見しながらの展開が続いている。
北海道市場の29日時点のH2炉前実勢価格は1㌧あたり
1万8000～2万円中心。東北は1万9000～2万1000円。新
潟は2万500～1500円中心だ。

（新潟）上越マテリアル（本社＝新潟県上越市、小池
作之社長）はこのほど、新潟事業所に近畿工業の分離
型破砕機「スーパーシュレッダー」を導入した。雑品
スクラップの加工処理ラインの中心に同機を据え、主
に黒モーターを鉄や銅、アルミなどの単一原料に分別
する。環境規制の変化にリサイクルの高度化で対応し、
資源の国内循環を一段と推進していく方針だ。
同機は業界初となる工業系雑品の処理に特化した破
砕機で、処理対象物を直接投入するだけで素材ごとの
分離連続処理ができる。複合物を事前に分解する必要
がないほか、過粉砕を防止して破砕負荷も低減する。
また、独自の技術で破砕効率を向上。モーター類の処
理では銅線と他素材の絡み付きを抑え、ダスト成分も

高い精度で分離する。
9月から本格稼働した
新潟事業所の加工処理
プラントでは、黒モー
ターをスーパーシュ
レッダーに直接投入。
純度の高い素材に分離
させた後、複数の高度
設備で構成する選別ラインに流し、単一原料に仕上げ
ていく。「鉄と銅を100％分離させる」（青木取締役）こ
とを目標に、黒モーターの処理量を月間200㌧に引き上
げる計画だ。
【メタル・リサイクル・マンスリー11月号に詳細】
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